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由して、高立体選択的に進行したと考えているo 著者は、この方法を用いて様々な環状 mesoーし 2 ージオールに
加えて、従来困難とされていた鎖状の meso- 1 , 2 ージオールの高エナンチオ選択的な不斉非対称化を行った。一
方、分子内に二重結合を含む mesoーし 2 ージオールは、その二重結合を足がかりに様々な化学変換が可能な、有
用な化合物である。しかし、これらを本法に適応した場合、ジオール由来の二重結合でハロエーテル化が進行する可
能性があったが、実際には、反応は目的とするノルボルネン骨格上でのみ進行し、本法が飽和 mesoーし 2- ジオー
















残った未反応エンアセタール体のジアステレオ比は非常に高い値を示した。また、 NBS を 0.5当量より若干多め
CO.55--0.6eq) に用いることによって、未反応エンアセタール体を光学的に純粋な状態で得ることも可能である。こ
の光学分割は、 2 位 lこMe置換基を有する化合物のみならず、様々なノルボルネンアルデヒドに利用可能であり、特





次に著者は、我々の開発した不斉非対称化法の、さらなる適用範囲拡大を目指し、 mesoーし 3 ージオールの不
斉非対称化を計画した。しかし、 2 位にエキソ配置の置換基を有する光学活性ノルボルネンアルデヒドでは、分子内




化された mesoーし 3- ジオール誘導体を高エナンチオ選択的に得ることに成功した。
最後にまとめると、著者は、光学活性ノルボルネンアルデヒド化合物を不斉源に用いる、一般性の高い meso- 1 , 
2 ージオールの不斉非対称化反応サイクルを開発した。続いて光学活性なノルボルネンアルデヒド類の簡便な合成法
として、光学活性なヒドロベンゾインを不斉源に用いる、ラセミ体の速度論的光学分割法を開発した。さらに、この









た meso- 1 , 2- ジオール類の純化学的不斉非対称化法を開発し、種々の meso ー1， 2 ージオール類の高エナン
チオ選択的な不斉非対称化に成功した。また、 C 2対称なキラルヒドロベンゾインを不斉源に用い、ラセミのノルボ
ンアルデヒド類を光学分割する簡便な手法の開発に成功した。さらに、 endo一置換基を有する光学活性なノルボル
ネンアルデヒド化合物を用い、 meso- 1 , 3 ージオール類の高エナンチオ選択的な不斉非対称化に成功した。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認めるo
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